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６．運搬車 

 農水省のこの 10年間における死亡事故調査によると、トラクター、耕耘機に次いで多い

のが運搬車で、391人であり１年間当たり 39.1人、約 40 人の方が亡くなっている。 

 

 今回は７例の運搬車関連の事故が報告された。 

  ①スリップが原因の事故    ………３件 

  ②運搬車・トレーラーの下敷き ………２件（うち１件は死亡事故） 

  ③運搬車の上から転落     ………１件 

であった。 

 

 

（１）運搬車がスリップして起こった事故 

 

①運搬車の走行補助のため引っ張り上げていて、坂道で、すべってこけた足にタイヤ 

 が乗り上げ両脚負傷        （平成24年10月 9時頃、農道、女性・71歳） 

 午前９時頃に、運搬車で堆肥を載せ坂

道を走行していた。ハンドルを運転席に

対し反対向きにして、歩いてハンドルを

握る状態でバック走行を行い、140cm 幅

の道を通って、坂道上のハウスに運ぼう

としていた。途中、坂道は次第に急にな

っていた。斜度は 10～19°で、約 19°の

ところで滑って上がらなくなり、堆肥の

一部を下ろして再度上がろうとした。 

 しかし、まだ負荷がかかった状態であったた

め、谷側に５度傾斜しているところで、男性運

転手１名に加え、進行方向に向かって左側に男

性１名、右側に女性１名が横について引っ張り

あげようとしたとき、右側にいた女性が脚を滑

らせ、体の左側に重心がかかった状態で背中を

下にして転倒した。右足が運搬車の左後輪の下

に入り、運搬車の車輪が脚に乗り上げた状態に

なり、「痛い！前に出して！」という女性の声

に、運転していた男性が慌てて前進（坂道を下

る方向）させた。 

 この時、運転台のハンドルを歩いて運転できるように方向転換してあったので、「前に

出して」という女性の声の「前」が運搬車の前進、後進のどちらを指したか分からず、後

進によって脚に乗り上げたあと、再度前進によって踏まれたと思われる。 

 さらに、女性が左側を重心にしてこけた際に、左大腿上部のあたりにちょうどあったと
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がった石により強打

し、大きなたんこぶ

ができた。 

 当日は土曜日だっ

たので、新聞で当番

医を探した。隣の市

の病院が当番医だっ

たが、いつも行きつ

けている地元の病院

に電話したところ、

了承を得られたた

め、家人が車で搬送。 

 救急を受診して、

処置のみで終わり、

当日帰ってきた。３

～４日休息をとった後には、農作業を開始したようである。 

本人は血液サラサラ薬を服用しており、２週間後においても、

下肢部は内出血した血液で黒ずんでおり、左脚は引きずって

歩いている状態であった。 

 

＊事故原因 

 事故の発生した 10 月頃からは、朝露も多く、事故現場の地

面一面にあった植物はぬれた状態で、かなり滑りやすい条件

であった。女性は、地下足袋を履いて作業をしていたが、地

下足袋の裏面も滑りやすかった原因と考えられる。 

 また、運搬車が坂道を上りきれなかった理由として、駆動

ベルトが長年の使用により摩耗しており、十分に駆動せず、

滑る状態であったこともが考えられる。さらに、タイヤもか

なり摩耗しており、摩擦が少なくなっていたことも挙げられ

る。これらは、どちらも、運搬車を運転していた男性および引

っ張ろうとしていた男性が、事故後に確認した。 

 

 

 

 

 

                                すり減ったタイヤ 
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②畦道を運搬車で走行中、わずかな坂道でスリップ、本人２ｍ下の水路転落、その上 

 に運搬車落下、腰椎圧迫骨折  （平成5年 7月 8時頃、水路脇の畦道、28歳） 

 午前 7 時 40 分頃、牧草

（イタリアンライグラ

ス）を運搬車の増し枠以

上に積み込み、牧草地横

の畦道を走行していて、

畦道をはさんで牧草地と

反対側にあった水路に転

落。 

 前日の雨により地面が

ぬかるんでおり、運搬車

の重みにより右の水路側

の路肩がくずれた。右側

のキャタピラが滑り落ち

ながら、左前方のキャタ

ピラが畝を乗り上げるよ

うな状態になった。何と

か滑らないようにと、左

のブレーキレバーを思い

切り引いたが、右キャタ

ビラが上がり続け、運搬

車がひっくり返る途中に

振り落とされ、男性は２

ｍ崖下の水路に背中から

落ちた。その後、畦と水

路の法面にかろうじてへばりついていた運搬車もまた、ひっくり返った状態のまま男性の

右半身に覆いかぶさるように水路に落ちてきた。 

 とっさに、男性は右腕で顔を覆うようにしたため、右手前腕部が車体の運転席部分で押

しつけられ、右足も強打した。さらに、車体を右半身が受け止め、支えていたため、抜け

出せない状態となってしまった。 

 ガソリンが機体から顔にポタポタ落ちてきていたが、エンジンが止まってくれた。また、

背中が水路の地面について横たわるような状態であったが、水路の水位は低く首元までで

あり、呼吸はできていたことも不幸中の幸いであった。 

 周りには助けてくれる人はいなかったので、なんとか自力で脱出しようと、左手で、運

搬車と右半身の間に石を積み、体を抜いたときに機体が落ちてこないようにした。その後、

左手で体の下の砂利を掘り、掻き出すようにして何とか機体から体を抜いた。脱出できる

と、這って崖の低いところまで約９ｍをほふく前進にて移動し、そこから２ｍあまり崖を

這い上がり、その後さらに 23ｍを進んだ。何とか乗り付けていたバイク（ランディ）まで

たどり着き、エンジンをかけ、バイクに引きずられるようにして 300m 先の家まで帰った。 
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 いつもは２人以上で作

業を行っているものの、

その日に限っては一人で

作業を行っていたため、

周りに人はおらず、家ま

で声が届く距離ではなか

った。事故発生から約 20

分後、なんとか家に辿り

つき、意識はあったが動

けない本人を発見した家

族が救急車を呼んだ。10

分後に病院に到着した。到着までに、泥まみれであった本人の体に水をかけて汚れを落と

しておいた。病院までの搬送時間は 10 分程度。 

 病院での処置ののち、１ヶ月半程度入院。腰椎圧迫骨折２カ所、右前腕・右足を強打。

９月からの作業があったため、３か月は入院するよう言われていたが、無理をして退院し

たものの、コンバイン作業でヘルニアを発症した。 

 その後、本人は必ず作業の行先を家族に伝えて出かけることとしており、極力２人以上

で作業を行うこととしている。また、作業者には必ず「笛」を携帯させ、姿が見えずとも、

速やかな発見ができるよう備えている。 

 

 

＊事故原因 

 事故前日には雨が降っており、地面がぬかるんでいたことが大きな原因といえる。また、

事故時には、増し枠以上に牧草を乗せており、重量も積載量以上であったため、バランス

が悪かったことも考えられる。 

 さらに、荷台側を前方として運転をしていたため、視界も悪かったといえる。若干の登

り坂であったこともあるが、運転席での視界確保は、確実にすることが必要であるといえ

る。 

 

 

 

③園地内の急な斜面を除染用の水を積んだ運搬車で上る途中、雪でキャタピラが空転 

 しはじめたため、慌ててクラッチを思いっきり引いて切った、途端、右肩腱断裂 

                （平成24年2月 9時15分頃、柿畑、男性・64歳） 

 平成 23年の東日本大震災、それに続く原発による放射能汚染により、果樹の放射能の除

染作業を行っていた。当該地区は 12月初めより平坦な場所の除染を手掛け、除染スケジュ

ール終盤にあたる１月末頃から、傾斜がきつく車両が乗り入れできないような山あいの柿

畑の除染へ移り、受傷者が所有していた「ハーベスターを改造した運搬車」に水を積んで

運ぶ作業を始めて 10 日目であった。 

 通常の除染では、軽トラック等の荷台にポリタンクを積み、タンクに水を入れて園地に


